
南魚沼市ＣＣＲＣへの私的提案 

 若者の雇用創造のための枠組み 

南魚沼市ＣＣＲＣ推進協議会 

アドバイザー  

新潟県産業労働観光部参与 河合雅樹 

2015/08/17 



プロジェクトの目標 

２００戸４００人
シニアの移住 

若者の雇用創出 

健康ビジネスの 

 創出、誘致 

既存市民、移住者、
若者が共存する持
続可能な南魚沼市 

エリアの拡大 

移住者増 

不許複製  



南魚沼市ＣＣＲＣは 

国・県外でも注目されるようになった 

視察、企業の関心の飛躍的増加 

この勢いを活用し雇用創出、ビジネス創造、
誘致につなげたい 

中核的事業（住宅建設・事業・移住者誘致）
の枠組みとは別に構築する必要（民間投資） 

不許複製  



南魚沼市にとっての地方創生とは 

移
住
者 

事業 

会社 

中核的事業 

大企業の人
事部 

／ＨＲ 

元気シニア
顧客を有す
る企業 

元気シニア
とＩＣＴ・
ＩＯＴ 

ＩＵＪ 

元気シニア
とデジタル
技術 

元気シニア
のビジネス
参画 

農業ＩＣＴ 

若者の雇用創出 南魚沼市の 

持続的な成長 

不許複製  



アクションプラン（素案） 

 
企業による研究会の組成 南魚沼ＣＣＲＣビジネス研究会（仮称） 

「いま注目される南魚沼で新規ビジネスの小さなモデルをひところがしして 
 うまくいくかどうか試してみよう」 

Phase１ プラチナ研究会分科会としても募集 ２０１５年 

 ゆるやかな枠組み（大企業、健康ビジネス協議会等地元企業、金融関係等） 

 １１月１２日・１３日うおぬま会議（十日町市）で第一回研究会 

Phase２ 事業化を前提とした研究会に発展 ２０１６年～ 

 具体的な事業を目指す企業によりビジネスの具体化へ  

２０１６年秋、「世界ＣＣＲＣサミット」を南魚沼市で開催、中核的事業、雇
用創出事業の途中成果を発表できる体制まで持っていく  

以上はすべて民間企業による活動、とりまとめ事務局は日経ＢＰ等を想定 

不許複製  


